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Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当する項目に○印

　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

1  自己評価及び外部評価結果

3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

59
利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

1. ほぼ全ての利用者が

68
職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67
職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが

66
職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての職員が

4. ほとんどない 4. ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと
4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

項　　目

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

1. ほぼ全ての家族と

訪問調査日

盛岡市西南部の閑静な住宅地に位置し、2階建ての２ユニットで構成された開設17年目の事業所である。親しみやす
い事業所の理念として、「みんなの和・輪・話を大切に」などを掲げ、常日頃から職員の介護知識や技術の向上を図り
ながら、利用者の状態に合わせ、本人に寄り添った質の高い介護サービスを提供している。特にも、事業所と地域との
交流が活発に行われ、コロナ禍以前には、中学校や高校、地域有志からのコーラスやボランティアが頻繁に来訪した
り、地域住民や公民館活動との積極的な交流が図られ、地域の介護施設として中心的な役割を果たしてきた。更に
は、利用者や家族の思いをくみ取り、訪問診療の担当医師や訪問看護師との連携のもと、利用者の終末期の看取りを
積極的に導入し家族から感謝されるなど、利用者等への親身な介護支援に努めている。

評価機関名

令和5年1月27日

基本情報リンク先 https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/03/index.php?action_kouhyou_

令和　４　年度

法人名

事業所名

所在地

自己評価作成日

事業所番号 0390100022

・利用者一人ひとりに合った対応をし、楽しい生活を送られている。　　・利用者、スタッフ共とても仲良く元気である。
・和洋中様々な食事の提供をすることで食事を楽しみにされている。

岩手県高齢者福祉生活協同組合

岩手高齢協ほっともとみや　（1F）

〒０２０－０８６６　盛岡市本宮六丁目　１４－１２

令和5年1月10日 評価結果市町村受理日

所在地

［評価機関：特定非営利活動法人　いわての保健福祉支援研究会]
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令和　４　年度

事業所名　：　岩手高齢協ほっともとみや　（1F）

自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営

1 （1） ○理念の共有と実践
地域密着型サービスの意義をふまえた事
業所理念をつくり、管理者と職員は、その
理念を共有して実践につなげている

理念は共有スペースに掲げ意識するようにして
いる。利用者さんはホットモトミヤを自分の居場
所としており、喜怒哀楽を出せる場所にもなって
いる。職員は、一人ひとりのその時に対応してい
る。

17年前の事業所開設時に当時の職員全員で話
し合って決めた「みんなの和・輪・話を大切に・・」
とする理念をリビングに掲示しているほか、職員
ミーティングや会議の資料に掲載して介護活動
の指針としている。利用者一人一人の思いや行
動を把握し、希望を叶えられよう日々支援に努め
ている。

理念を基に、年間又は半年の期間を
定めて事業所の活動目標或いは職員
個々の行動目標を設定している。管理
者と職員との面談を通し、活動等の結
果を評価しながら、事業所又は職員全
体で具体的に理念を実践することで、
更なる質の高いサービスの提供に繋
げていくことを期待します。

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続け
られるよう、事業所自体が地域の一員とし
て日常的に交流している

コロナが終息しておらず交流が難しい事もある
が、地域の方々との挨拶や食料品（米や肉など）
の定期購入は続けている。

本宮町内会に加入し、可能な時には総会にも出
席している。回覧板は回って来ていないが、地区
の班長から写しを届けてもらうなど、地域情報を
入手している。コロナ禍の前には、大宮中学校の
中学生の体験学習（5、6人）、盛岡大学附属高等
学校のコーラス、地元の有志のコーラスや読み
聞かせ活動をするボランティアの訪問もあった。
今は、地域からの定期の野菜やお米等の食材の
購入、敬老会や各種イベントで公民館をお借りし
ている。近隣住民に会った時は、お互いに声を掛
けあうなど、活発な地域交流に努めている。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認
知症の人の理解や支援の方法を、地域の
人々に向けて活かしている

入居申し込み等にいらした方の相談は受けてい
る。運営推進会議に出席してくださった方から認
知症の方の接し方についてご相談があり対応し
た。

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの
実際、評価への取り組み状況等について
報告や話し合いを行い、そこでの意見を
サービス向上に活かしている

コロナのクラスターが発生した時には会議を中止
していただきました。その後の会議では実際の対
応方法などの質問がありお答えした。ご意見をい
ただいた後に「よくその人数で治めて頑張った
ね」とお言葉を頂きとても励みになった。コロナ感
染時の経験はこれからのケアに大変活かせる事
例であった。

運営推進会議は、市の担当課（介護保険課）、地
区自治会の会長2名、民生児童委員4名、会議の
度にお願いする3名の利用者の家族で構成し、
殆どは対面で開催し会議録も整備されている。
委員には消防職員OBがいて、防災についてのア
ドバイスをもらっている。

自
己

外
部

項　　目
外部評価

２　自己評価および外部評価結果

[評価機関　：　特定非営利活動法人　いわての保健福祉支援研究会]



令和　４　年度

事業所名　：　岩手高齢協ほっともとみや　（1F）

自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

２　自己評価および外部評価結果

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、
事業所の実情やケアサービスの取り組み
を積極的に伝えながら、協力関係を築くよ
うに取り組んでいる

現在はメールでのやり取りになりその都度対応し
ている。運営推進会議にも出席していただきご意
見や情報提供いただいている。

運営推進会議の度に市の担当職員に会っている
ほか、介護保険の各種申請に市役所に出向いて
相談したり手続きを取っている。生活保護受給の
利用者（1階と2階を合わせて5名）もいることか
ら、生活保護担当課とも連携が図られている。地
域ケア会議はコロナ禍のため、今は開催されて
いない。

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者及び全ての職員が「指定地域密着
型サービス指定基準及び指定地域密着型
介護予防サービス指定基準における禁止
の対象となる具体的な行為」を正しく理解し
ており、玄関の施錠を含めて身体拘束をし
ないケアに取り組んでいる

理解している。身体拘束はしていない。職員のス
キルアップの為権利擁護推進委員養成講習に１
名参加し入居者さんにも協力していただきながら
施設全体で取り組んでいる。コロナ感染防止上
玄関の施錠は行っている。

身体拘束廃止委員会を3ヵ月ごとに開催し、会議
資料の回覧、コピーした研修資料を職員に配布
している。身体拘束の事例は発生していない。
チャイムも鳴らさず、入ってくる利用者家族があ
るため、玄関は施錠している。ふらつき等の危険
防止を図るため、家族の了解を得て赤外セン
サーを１階に1名、2階には3名が使用している。

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法
について学ぶ機会を持ち、利用者の自宅
や事業所内での虐待が見過ごされること
がないよう注意を払い、防止に努めている

親子関係が険悪な様子が見られた入居申し込み
をされたが、予定を早め入居されている。まだ不
穏な状態ではあるが、少しずつ心を開いてくだ
さっている。職員のストレスが、言葉の暴力にな
らないよう注意し合いながら対応している。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業
や成年後見制度について学ぶ機会を持
ち、個々の必要性を関係者と話し合い、そ
れらを活用できるよう支援している

成年後見制度を利用されている方がいる。権利
擁護の研修に参加し職員のスキルアップに繫げ
ている。家族のいない方には必要な制度と思わ
れる。

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又は改定等の際は、利
用者や家族等の不安や疑問点を尋ね、十
分な説明を行い理解・納得を図っている

契約時等は説明し納得いただいた上で入居して
いただいている。ケアマネや周囲の意見が優先
になってしまい本人が納得しないまま入居を強行
してしまった為に入居がキャンセルになってし
まった例が３件あった。

[評価機関　：　特定非営利活動法人　いわての保健福祉支援研究会]



令和　４　年度

事業所名　：　岩手高齢協ほっともとみや　（1F）

自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

２　自己評価および外部評価結果

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反
映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や
職員ならびに外部者へ表せる機会を設け、
それらを運営に反映させている

ご家族やご本人の希望で終末期の対応をしてい
る。他施設にいた方がここの施設に入居したいと
の希望で入居された例や民生児童委員から相談
を受け入居された例もある。

利用者と家族の思いを受け止めようと、家族との
ラインを両ユニットで個別に開設している。送った
動画を見た家族から感謝の声をいただいてい
る。日頃から利用者の行動を観察して思いをくみ
取り、ケアに活かしている。家族からは面会時等
に管理職またはその時に担当した職員が要望を
聞いている。アンケートによる意見聴取は特に
行っていない。

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の
意見や提案を聞く機会を設け、反映させて
いる

今年度は経営がいつもの年より厳しい状況にあ
り、改善策等について各事業所と面談し職員の
意見を聞いたが、今すぐに改善される問題では
ない

毎月1回、1階と2階で全体のカンファレンスを開
催し、職員の意見の把握に努めているほか、昨
年10月には職員の困っていることを把握するた
めに、職員アンケートを実施している。職員の提
案で、コロナ禍でも面会を希望する家族には窓
越しで利用者に会えるよう改善したり、炊飯器や
湯沸かしポットの購入等の提案に応えている。

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実
績、勤務状況を把握し、給与水準、労働時
間、やりがいなど、各自が向上心を持って
働けるよう職場環境・条件の整備に努めて
いる

経営難と職員不足が続き前途多難である。

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケ
アの実際と力量を把握し、法人内外の研
修を受ける機会の確保や、働きながらト
レーニングしていくことを進めている

コロナ禍の為外部研修に参加しにくくなったため
リモート研修に切り替えた。リモート研修をする事
で一人でも多くの職員が参加できるようになっ
た。

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流
する機会を作り、ネットワークづくりや勉強
会、相互訪問等の活動を通じて、サービス
の質を向上させていく取り組みをしている

研修に参加する事で他事業所と交流もでき始め
たため今後はお互いに切磋琢磨出来れば良いと
考える。

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係
づくりに努めている

入居されて数か月経過しているが、少しずつは
良い関係性になっているように見せかけて実は
まだまだ本質を掴めていない方もいる。無理強い
せず入居者さんの行動や言動等で本人の思い
の理解に努力している。

[評価機関　：　特定非営利活動法人　いわての保健福祉支援研究会]
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自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

２　自己評価および外部評価結果

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾け
ながら、関係づくりに努めている

入居前には必ず施設見学していただき、納得の
上で入居していただいている。ご家族の相談に
はどの職員でも対応出来る様にしている。

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等
が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努
めている

ご家族やケアマネが入居を希望しても本人が望
まない為入居を断念した方が３名いた。入居され
た方がマッサージ師の希望や歩行器のレンタ
ル、エアマットの導入などその時に必要なものを
導入している。ご家族が親と会いたくないとの事
で会わない方もいる。

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場に
おかず、暮らしを共にする者同士の関係を
築いている

お互い知らない方々が共同生活をしている場所
である事や、時には気に入らない事が日常茶飯
事起きるので、その時に説明し理解していただい
ている。日常生活上で、出来る事やりたい事をそ
れぞれのレベルに合わせ参加いただき、また感
謝を伝え毎日参加しやすいよう対応している。利
用者同士で慰めたり励まし合ったり出来る様に
なった。

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場に
おかず、本人と家族の絆を大切にしなが
ら、共に本人を支えていく関係を築いてい
る

家族には見せない、見せたことが無い姿を私達
に見せてくれます。中には驚かれる事例もある
が、ご理解いただけるよう説明している。LINE登
録していただき動画配信をしている。

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの
人や場所との関係が途切れないよう、支援
に努めている

美容院、川徳ショッピング、友の会参加、友人と
の会食など、また専属のタクシー利用等コロナ禍
でも自由に行動した方がいた。受診はコロナ禍で
もご家族にお願いした。それ以外の方は、以前よ
り減少または途切れてしまった方もいる。

コロナ禍前は、馴染みの美容院や習い事に出掛
けたり、以前一緒に過ごした友人が来訪してい
た。現在、携帯電話を所持している利用者は自
由に使用しているほか、利用者の友人にホーム
に来てもらい、窓越しでも会ってもらえるようにも
している。

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが
孤立せずに利用者同士が関わり合い、支
え合えるような支援に努めている

会話が進みやすいような座席の配置や口調の強
い方から防御したり、また間に入り仲を取り持っ
たりすることで利用者さん同士が仲良く生活出来
るようにしている。時にはお互い知らない者が一
緒に生活する所だからみんなで助け合って暮ら
しましょうとお願いしている。

[評価機関　：　特定非営利活動法人　いわての保健福祉支援研究会]
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22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これま
での関係性を大切にしながら、必要に応じ
て本人・家族の経過をフォローし、相談や
支援に努めている

退所されてしまったが、出先などで声を掛けてく
ださる方がいてとても感謝している。

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向
の把握に努めている。困難な場合は、本人
本位に検討している

買い物、友人と外食、会合の参加等希望に対応
している。休みたい方、歩き回りたい方、話をした
い方、それぞれが自分のやりたいことが出来る。
しかし、まだ何をどうしたいのか掴めないでいる
方もいる。

日常の何気ない会話や家族からの情報から、利
用者の思いを汲み取るよう努めている。本人の
特技を勧めても気乗りしない利用者がいたり、針
仕事を希望しても思うように出来ない方には、内
容を変えたり、職員がサポートして対応する時も
ある。また、帰宅要求が強い利用者には、娘さん
との外出を計画し、本人の介護プランに盛り込ん
で支援している。

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、
生活環境、これまでのサービス利用の経
過等の把握に努めている

情報を基に対応しているが、入居されてからその
情報と異なる事が多い。その場合、本人の行動
や言動から対応する事もある。

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、
有する力等の現状の把握に努めている

一日の過ごし方はそれぞれで、ご自分の意志で
行動している。職員がいる事で安心されている。

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアの
あり方について、本人、家族、必要な関係
者と話し合い、それぞれの意見やアイディ
アを反映し、現状に即した介護計画を作成
している

３ヵ月に１度の見直しをし作成している。ご家族
は勿論兄弟、友人、かかりつけ医、薬局等関わっ
ている方々にご協力いただいて、本人の希望を
叶えられるよう対応している。

1階と2階のユニットとも、全職員に書面を配布し
てモニタリングを実施し、１階は所長、２階は副所
長が中心となって取りまとめ、原則3ヵ月に1度、
職員が集まって介護プランの見直しを行ってい
る。利用者や家族の意見、医師や訪問看護師の
助言も盛り込み、利用者へ説明し、家族には郵
送して同意を得ている。職員は、日々の利用者
の状況をチャートに記入する際に、介護プランを
確認し実践に繋げている。

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや
工夫を個別記録に記入し、職員間で情報
を共有しながら実践や介護計画の見直し
に活かしている

毎日の申し送りやチャート、申し送りノート等を利
用し見直しや対応をしている。面会にいらしたご
家族や友人等から情報を得て個別対応してい
る。カンファレンスも利用している。
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28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多
機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれる
ニーズに対応して、既存のサービスに捉わ
れない、柔軟な支援やサービスの多機能
化に取り組んでいる

入居以前のケアマネや訪問看護ステーション、
医療、ご家族等たくさんの方々のご協力を得な
がらその都度対応している。外出時はタクシー会
社や友人等にお願いした例もある。

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源
を把握し、本人が心身の力を発揮しながら
安全で豊かな暮らしを楽しむことができる
よう支援している

訪問理容・美容、の依頼や敬老会、忘年会お寿
司屋さん、外部社中の慰問等で楽しい時間を過
ごすことが出来た。

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切に
し、納得が得られたかかりつけ医と事業所
の関係を築きながら、適切な医療を受けら
れるように支援している

かかりつけ医との関係はなるべく切らないように
している。家族受診が出来なくなった場合には他
医療機関と連携し受診または訪問診療を行って
いる。本来は、受診はご家族対応だが、職員が
対応する場合もある。

かかりつけ医への受診は家族対応を基本として
いるが、職員が同行する場合もある。職員対応
の場合は、受診結果は家族に電話で報告してい
る。入居前からのかかりつけ医に診てもらってい
るが、利用者の状態が変わった場合には、相談
して訪問医療を行うクリニック等に変更したりして
いる。現在、訪問診療は、１階で2名、2階で6名
が利用している。訪問看護師が週に1回(月曜日)
来訪し、適切なアドバイスを得ているほか、歯科
受診も必要があれば受診を勧めている。

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情
報や気づきを、職場内の看護職や訪問看
護師等に伝えて相談し、個々の利用者が
適切な受診や看護を受けられるように支援
している

訪問看護ステーションと連携し、週１回の訪問診
療を受けている。緊急時には訪問看護ステーショ
ンに指示を受け対応している。

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できる
ように、又、できるだけ早期に退院できるよ
うに、病院関係者との情報交換や相談に
努めている。あるいは、そうした場合に備え
て病院関係者との関係づくりを行っている

病状によっては戻って来られない方もいらした
が、戻れる状況の場合にはなるべく早く退院でき
るよう医療と連携している。骨折で入院された方
で、１０日で退院できた例もある。
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33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と
支援
重度化した場合や終末期のあり方につい
て、早い段階から本人・家族等と話し合い
を行い、事業所でできることを十分に説明
しながら方針を共有し、地域の関係者と共
にチームで支援に取り組んでいる

重度化しても自分で出来る事はやってもらってい
るが、対応が難しい状況なった場合には他施設
と連携し退所に至った方もいた。転倒骨折し自施
設にて対応している方もいる。今年度の看取りは
３名。

家族の希望や利用者本人の不安を医師に伝え、
医師や訪問看護師からの指導・助言を得なが
ら、介護スタッフができることを確認し、利用者を
取り巻く関係者が安心して終末期を迎えられるよ
うに対応している。また、職員の負担を少なくす
るため訪問看護師を頼ったり、終末期の不安解
消に担当医師からの研修を必要の都度実施し、
職員のフォローにも努めている。

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全
ての職員は応急手当や初期対応の訓練を
定期的に行い、実践力を身に付けている

急変時や事故等には必ず訪問看護ステーション
に連絡し指示を頂いている。応急手当は出来る
が自己判断しないよう注意している。

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を
問わず利用者が避難できる方法を全職員
が身につけるとともに、地域との協力体制
を築いている

コロナクラスターが発生してしまった為、今年度
はまだ全体の訓練は行っていない。広報などで
協力をお願いしている。 シェイクアウトを行った。
スプリンクラー、自動装置の取り扱い説明会を
行った。

事業所は、市のハザードマップで浸水地域に指
定されているが、市指定の避難所より施設内が
安全であると民生委員から話されている。以前の
訓練では車椅子で近くの公園まで避難していた。
コロナ禍もあり、今年は事業所としての避難訓練
を実施していない。9月1日に盛岡市の呼びかけ
でシェイクアウト訓練(災害発生時の安全確保行
動)に参加しているほか、緊急時には地域の人に
「利用者の見守り」をお願いしている。

火災、地震、水害等の災害の種類に
応じた避難マニュアルの見直しを行
い、食糧、防寒具、燃料等の備蓄を進
めるとともに、地域の協力を得なが
ら、夜間や冬期などの避難訓練に取り
組まれることを期待します。

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライ
バシーを損ねない言葉かけや対応をして
いる

個々を理解しその方に合った声掛けやその場面
に合った対応をしている。

高齢者の権利擁護に関する研修を職員が受講
し、職員間で情報共有している。また、入浴時に
「恥ずかしい」として異性介助を拒否する方には、
羞恥心を職員も共感し、プライバシーに配慮した
対応に努めている。おむつ交換では本人にその
旨を伝え、了解を得てから取り換えるなどの声掛
けを大切にしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支
援
日常生活の中で本人が思いや希望を表し
たり、自己決定できるように働きかけてい
る

希望や思い等は良く話してくださる。実現出来な
い事ははっきり伝えて良い時、悪い時を見極め
対応している。何をどうしてどうなりたいのかを聞
くようにし自己決定出来る様に促している。言葉
が出ない方は表情や仕草、聞き取れる言動等で
判断し、こちらから声掛けしながら自己決定出来
る様にしている。
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38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのでは
なく、一人ひとりのペースを大切にし、その
日をどのように過ごしたいか、希望にそっ
て支援している

ひとり一人が好きな場所で好きな事をしている。
レクリエーション活動の時には希望者で行ってい
る。当日いきなりの外出希望等の場合には、
色々な方に協力していただき実現した。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができ
るように支援している

出来ない方のみ職員が対応している。

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとり
の好みや力を活かしながら、利用者と職員
が一緒に準備や食事、片付けをしている

食物アレルギーの方はいらっしゃらないのでとて
も助かっている。和洋中様々な食事を提供してい
る。食事作りはしていないが、下膳やテーブル拭
き、お茶碗拭き等は個々に合わせて手伝ってい
ただいている。

職員が持ち回りで１週間分ずつの献立を作成し、
各階の職員手作りの食事を提供している。誕生
会は利用者の誕生日に開催し、メニューは本人
から希望を聞いている。利用者には何でも食べ
てもらっているが、洋食系からカレーライス、麺、
焼きそば、野菜、果物、酢の物等、栄養バランス
に配慮している。1日1回はヨーグルトを提供して
いるほか、2階では3名がミキサー食としている。

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日
を通じて確保できるよう、一人ひとりの状態
や力、習慣に応じた支援をしている

全体的に柔らかめの食事を提供している。時に
はミキサー食、栄養補助食品等を使用している
方もいる。食事量や水分量の把握し、季節や気
温・湿度等に合わせ水分摂取量の調整をしてい
る。

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食
後、一人ひとりの口腔状態や本人の力に
応じた口腔ケアをしている

食事後は必ず口腔ケアを行っている。声掛けや
介助している方もいる。訪問歯科を利用している
方もいる。

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一
人ひとりの力や排泄のパターン、習慣を活
かして、トイレでの排泄や排泄の自立にむ
けた支援を行っている

離床出来ない方以外は車椅子の方でもトイレで
の排泄をしている。時間で調整するのではなく、
排泄のタイミングを見計らいスムーズに出来るよ
う対応している。

意思表示が難しい利用者でも、ソワソワと落ち着
かないなど、いつもと違うなど本人の様子を見
て、職員がトイレに誘導し排泄を介助するなど、
極力トイレを使用し自立に向けた支援に努めて
いる。排泄チェック表は全員記入し管理してい
る。排泄が自立している方は、１階で5名、2階で3
名おり、その他はリハビリパンツ等を利用してい
る。
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44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食
物の工夫や運動への働きかけ等、個々に
応じた予防に取り組んでいる

色々な食事の提供をし、水分摂取量等もチェック
しながら、なるべく自力排泄を目指している。どう
しても無理な方については医療と相談し、下剤を
利用している方もいる。

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて
入浴を楽しめるように、職員の都合で曜日
や時間帯を決めてしまわずに、個々にそっ
た支援をしている

入浴は毎日行っているが、全員が入れないため
２～３日おき位になっている（冬場）。入浴拒否さ
れる方については、職員を変えたり時間帯を変
えたりしている。入浴時は一対一になりお互いの
信頼を深めるチャンスでもあるので、なるべく会
話を楽しみながら対応している。

入浴では、１対１になってそれまで聞いたことの
ない話を聞くことができたり、転倒していないかと
全身状態を観察できる機会ともなっている。ドラ
イブなど外出イベントがある日は入浴なしとなる
時もあるほか、入浴を拒否する方は、無理をしな
いで日を置いて対応する場合もある。本人が持
参したシャンプーを使ったり、冬至にはゆず湯な
どする場合もある。「もとみや温泉に行きますか」
などと、気軽に声掛けし入浴を促している。

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況
に応じて、休息したり、安心して気持ちよく
眠れるよう支援している

寝る時間、起床時間はご本人にお任せしている
が、食事時間には大体揃っている。座席やソ
ファーでのんびり居眠りされたりしてる。

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副
作用、用法や用量について理解しており、
服薬の支援と症状の変化の確認に努めて
いる

入居される前からの内服の方が多い。調整中の
方もいる。薬局と連携し、セットや内服時のダブ
ルチェックを行い誤薬の無いよう対応している。

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるよう
に、一人ひとりの生活歴や力を活かした役
割、嗜好品、楽しみごと、気分転換等の支
援をしている

もう年だから何もしたくない方。誰かの欠点ばか
り探して注意する方。困っている人がいれば優し
く接してくれる方。それぞれの方がそれぞれの事
をしている。時には全員でゲームをしたり、イベン
トに参加したりと、その時を楽しまれている。

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外
に出かけられるよう支援に努めている。
又、普段は行けないような場所でも、本人
の希望を把握し、家族や地域の人々と協
力しながら出かけられるように支援してい
る

コロナが終息していないので外出等は控えてい
ただいていた。お正月にはご家族と過ごしていた
だこうと考えていたが希望者はいなかった。ドラ
イブ（桜見物、菜の花、紅葉など）をしたり、アイス
を食べに出掛けたりはした。７月までは自由に外
出した方が１名いた。

コロナ禍の前には、近所への散歩、県立美術館
や公園、花見、雫石までアイスを食べにと、外出
支援に努めていた。現在は、感染症対策を取り
ながら、家族の協力を得て外出する場合もある
が、コロナ禍で外出は出来るだけ控えてもらって
いるのが実情でる。

[評価機関　：　特定非営利活動法人　いわての保健福祉支援研究会]
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２　自己評価および外部評価結果

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを
理解しており、一人ひとりの希望や力に応
じて、お金を所持したり使えるように支援し
ている

７月までいらした方は、ネットショッピングや自由
に買い物に出掛けたりしていた。現在入居されて
いる方はご家族の希望もあり所持はしていない。
本人の希望で代行の支援はしている。

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をした
り、手紙のやり取りができるように支援をし
ている

携帯を使用している方がいる。自由に使用でき
る。

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食
堂、浴室、トイレ等）が、利用者にとって不
快や混乱をまねくような刺激（音、光、色、
広さ、温度など）がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、居心地よく過ご
せるような工夫をしている

リビングや居室は、行動の妨げや事故、怪我等
防止のため乱雑にならないように整理整頓して
いる。居室やリビングのソファー、食席や他利用
者の居室等好きな所で過ごせる。共有の場所に
季節ごとの飾りや写真、花などを飾っている。

事業所内は、オール電化でⅠH仕様となってい
る。暖房は蓄熱式を採用し、空気清浄機を備え、
夏場はエアコンを使用している。１階と２階のレイ
アウトはほぼ同一なとなっている。季節によって
は、みずき団子、お雛様、五月人形などを飾った
り、利用者と一緒に作った作品を展示している
が、乱雑さを避けるため、多くのものを掲示する
ことはしていない。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所
づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の
合った利用者同士で思い思いに過ごせる
ような居場所の工夫をしている

利用者同士が訪問し合ったり、一人で過ごした
り、それぞれが自由に過ごされている。

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家
族と相談しながら、使い慣れたものや好み
のものを活かして、本人が居心地よく過ご
せるような工夫をしている

テレビ、タンス、冷蔵庫等自由に持ち込める。ご
家族の写真やご位牌を持ってきている方もいる。

居室には、ベッド、クローゼット、椅子が用意さ
れ、利用者によっては、テレビ、冷蔵庫、位牌を
持ち込んでいる方もいる。ドアには部屋を間違え
ないように目印をつけている居室もある。職員が
車椅子を使用して介助する場合にはベッドの位
置を変えることもある。居室を清掃できる利用者
には手伝ってもらっている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づ
くり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ
自立した生活が送れるように工夫している

自分の好きな所へ行くことが出来る。２階へ遊び
に行く方もいるし、２階から遊びに来る方もいる。
職員と一緒に掃除や洗濯干しなど行ってくれる。
ここの役に立ちたいと思っている方が多い。あり
がたいことです。

[評価機関　：　特定非営利活動法人　いわての保健福祉支援研究会]
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